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健
診
や
住
宅
デ
ー
の
実

行
委
員
で
参
加
し
て
い
た

頃
や
、
執
行
委
員
に
初
め

て
上
が
っ
た
頃
は
、
右
も

左
も
先
輩
方
で
、
会
議
に

出
席
す
る
た
び
緊
張
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
近
は
他
の
分
会
で
も
同

世
代
の
参
加
が
伸
び
て
い

る
よ
う
で
、
自
分
も
後
継

者
の
一
員
と
し
て
担
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

満
を
持
し
て
の
登
場

後
継
者
の
一
員
と
し
て

「
今
年
の
定
期
大
会
は
若

返
っ
て
い
る
」
多
く
の
人
が
口

に
し
た
感
想
で
し
た
。
私
は
大

会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
50
に
手
が
届
こ
う

と
い
う
自
分
が
「
若
い
」
く
く

り
に
入
っ
て
い
る
事
を
、
少
し

恥
ず
か
し
く
、
ま
た
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
前
列

に
自
分
よ
り
若
い
人
た
ち
の
姿

も
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
出
来
る
事
を
手
伝
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
た
一
日
で

し
た
。元

塩
分
会　

望
月
慎
一
郎

50
に
し
て
起
つ

見て、聴いて、笑って‼ 平和って
ありがたい 松元ヒロ ライブ
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じ
め
役
員
さ
ん
達
に

「
支
部
で
も
頑
張
れ
」

と
背
中
を
押
さ
れ
、
常

任
執
行
委
員
に
立
候
補

し
た
熱
い
想
い
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
た
い
し

た
事
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
少
し
で
も
笑
顔
が

増
え
る
様
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

南
町
分
会

荒
牧
孝
好

父
の
仕
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
土
建
に
加

入
し
ま
し
た
。「
困
っ

た
時
は
土
建
に
相
談
し

ろ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
土
建
の
活
動
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
、
興

今
回
は
い
つ
に
な
く
真
剣
に

臨
ん
だ
定
期
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
な
ぜ
か
？
支
部
か
ら
の
熱

い
要
請
に
、
苦
し
い
分
会
役
員

不
足
の
中
、
綱
島
分
会
長
を
は

4
月
3
日
（
日
）
に
清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
た
支
部
定
期
大
会
は
、

参
加
者
98
名
（
代
議
員
73
人
、
特
別
代
議
員
12
名
、
来
賓
13
名
）
で
し
た
。

分
科
会
形
式
で
行
う
各
専
門
分
野
の
提
案
は
、
活
発
な
議
論
と
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
建
設
産
業
の
情
勢
を
つ
か
み
、
組
合
と
し
て
運
動

し
て
い
く
方
向
性
を
確
認
し
、
全
体
で
意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。
役
員
定
数
変
更

の
提
案
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
終
了
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。2
0
1
6
年
度
新
任
役
員
の
仲
間
を
決
意
表
明
と
共
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
頼
り
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
非
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
一
年
間
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
塩
分
会　

杉
村
真
理

連
続
で
す
。

内
容
と
し
て
は
多

少
進
歩
し
た
回
答
が

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
が
、
こ
こ
ぞ

し
た
。

集
会
で
は
、賃
金
ア
ッ
プ
・

法
定
福
利
費
を
別
枠
明
示
。

安
心
・
安
全
な
現
場
で
働

き
、
安
定
し
た
生
活
が
送
り

た
い
。
と
い
う
要
求
実
現
の

た
め
に
一
致
団
結
し
て
頑
張

ろ
う
と
の
事
で
締
め
、
そ
れ

ぞ
れ
午
後
か
ら
個
別
の
企
業

交
渉
へ
と
拡
散
し
ま
し
た
。

当
支
部
は
21
日
に
鴻
池
組
の

交
渉
に
参
加
。
今
回
で
3
回

4
月
21
日
に
8
県
連
4
7
3

名
、
22
日
に
7
県
連
3
7
8

名
の
参
加
で
集
会
が
行
わ
れ
ま

が
、
日
本
教
育
会
館
で

竹
中
で
法
定
福
利
費
は
15
%
と
回
答

第
63
回
建
設
・
住
宅
企
業
交
渉

今
年
度
も
賃
金
対
策
の
重
要

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
企
業
交
渉

新しい仲間を迎え入れ 建設産業の民主化、平和な日本を守ろう

第47回支部定期大会

♦
執
行
委
員
長

北
島　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

♦
副
委
員
長

石
垣　

雅
之
（
元
塩
・
塗
装
）

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

♦
書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

♦
書
記
次
長

山
内　

高
広
（
書
記
）

本
田　

将
（
書
記
）

♦
常
任
執
行
委
員

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

柳
橋　

直
史

（
滝
山
・
塗
装
・
青
年
部
長
）

♦
常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子

（
青
空
・
主
婦
の
会
会
長
）

♦
執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

宮
崎　

達
夫
（
松
竹
・
塗
装
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

三
浦　

和
顕
（
滝
山
・
塗
装
）

井
上　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

綱
島　

豊
（
南
町
・
大
工
）

長
谷
川
重
之

（
青
空
・
ガ
ラ
ス
）

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

安
部　

孝
二
（
北
浅
・
大
工
）

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

佐
藤　

聖
峻
（
青
空
・
大
工
・

青
年
部
書
記
長
）

♦
執
行
委
員
待
遇

宮
下　

輝
靖
（
三
葉
・
電
気
・

シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・

主
婦
の
会
事
務
局
長
）

♦
会
計
監
査

林
田　

哲
也
（
清
里
・
畳
）

高
橋　

哲
也
（
滝
山
・
建
サ
）

と
い
う
追
及
に
は
検
討
す
ら
も

出
来
な
い
よ
う
な
態
度
を
示
し

た
。
前
進
し
た
の
か
な
？
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
た
。

私
は
一
人
、
22
日
に
竹
中
工

務
店
の
交
渉
団
員
と
し
て
挑
み

ま
し
た
。
流
石
に
回
答
は
し
っ

か
り
し
た
も
の
で
、
総
合
的
に

は
皆
が
飲
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う

で
し
た
。
私
が
質
問
し
た
回
答

で
、
法
定
福
利
費
は
工
事
費
の

15
%
で
あ
る
、
と
明
言
さ
せ

た
の
は
成
果
だ
っ
た
と
終
了
後

の
意
見
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

賃
金
対
策
部
長　

前
川
達
夫

2
0
1
6
年
度
新
支
部
役
員
　

敬
称
略
（
分
会
・
職
種
）

新風を吹き込む
若手役員が続々と起つ

適
宜
に
頑
張
り
ま
す
。

清
里
分
会　

砂
川
修
治

初
の
女
性
常
任

執
行
委
員
に
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こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
東
京
土
建

の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加

全都で開催される東京土建の一大イベント
『住宅デー』に家族揃って参加しよう！！
「子ども工作教室」「まな板削り＆包丁研ぎ」

　など、催し物が盛りだくさんです。

☆5月22日（日）
松竹分会　竹丘公園

☆6月5日（日）
元塩分会　清瀬第三小学校　
清里分会　清瀬 JA横市職駐車場
北浅分会　スーパーマルエツ前
青空分会　八幡東公園
三葉・南町分会　市民プラザ屋外広場

開催時間は全日程午前10時～午後2時

だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
も

し
か
し
た
ら
ユ
ニ
オ
ン
か
も

し
れ
な
い
。
東
京
土
建
は
良

い
組
合
だ
と
思
い
ま
す
。
し

と
遭
遇
し
ま

し
た
。

今
、
自
分

が
何
処
に
も

所
属
し
て
い

な
け
れ
ば
ど

ち
ら
を
選
ぶ

4
月
24
日
の
日
曜
拡
大

行
動
で
は
、
同
じ
く
拡
大
行

動
中
の
建
設
ユ
ニ
オ
ン
の
方

か
し
、
悪
い
面
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
執
行
委
員
会
な

ど
の
集
ま
り
で
も
、
細
か
い
説

明
も
な
く
話
が
進
ん
で
し
ま

い
、
新
人
役
員
や
若
人
は
た
だ

出
席
し
て
い
る
だ
け
で
内
容
が

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
な
ん
だ
か

「
と
っ
つ
き
に
く
い
」。

そ
う
す
る
と
足
が
遠
の
き
ま

す
。
長
年
所
属
し
て
運
動
し
て

い
る
と
、
当
た
り
前
に
な
り
、

気
づ
か
な
い
事
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

は
難
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
は
良
い
機
会
を
作
り

ま
す
。
そ
れ
を
足
掛
か
り

に
、
仲
間
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
変
革
し
な
く
て
は

た
だ
拡
大
行
動
を
し
て
人

数
を
増
や
し
て
も
、
現
状
で

は
新
し
い
仲
間
の
行
動
参
加

私
は
、北
浅
分
会
で
、

群
長
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
曜
行
動

は
、
健
康
診
断
の
案
内

や
、
共
済
の
案
内
な
ど

で
、
皆
様
の
お
宅
を
訪

問
す
る
と
い
っ
た
内
容

で
す
。

最
初
の
お
宅
訪
問
で

は
、
普
段
接
し
た
こ
と

の
な
い
方
で
、
私
が
上

が
り
症
の
こ
と
も
あ

り
、
全
く
内
容
を
説
明

出
来
な
く
て
他
の
方
々

が
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
次
第
に
慣

れ
て
い
き
、
説
明
こ
そ

最
後
ま
で
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
や
話
し
く
ら

い
は
、
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
！

次
回
は
、
少
し
私
も

春の拡大月間真っ只中‼
4.24日曜行動

説
明
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
で
す
‼

説
明
し
た
方
の
中
に
は
、不

満
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
い

ま
し
た
、
こ
ち
ら
が
、
ち
ゃ

ん
と
説
明
し
た
ら
分
か
っ
て

く
れ
た
よ
う
で
、
最
後
に
は

笑
顔
に
な
る
方
が
、
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。

お
宅
訪
問
に
行
か
な
か
っ

た
ら
、
そ
の
人
達
が
ど
う
い

う
不
満
を
持
た
れ
て
い
る
か
私

た
ち
も
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

で
す
が
、
こ
の
機
会
が
あ
り

皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
、
説
明
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
！

最
後
に
、
日
曜
行
動
は
私
た

ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
必
要
な

4
月
24
日
、
日
曜
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
私
が
分
会
書
記
長
に

な
っ
て
最
初
の
行
動
で
す
。

少
し
今
ま
で
と
は
雰
囲
気
が

違
い
、
私
が
先
陣
を
き
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
感
じ
…
。

責
任
を
認
め
る
画
期
的
な
判
決

が
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
舞
台
を
東
京
高
裁
に

移
し
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

目
指
す
は
裁
判
に
依
ら
な
い

被
害
者
救
済
の
道
、「
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
補
償
基
金
」
制
度
の

創
設
で
す
。

署
名
活
動
や
国
会
で
の
署
名

紹
介
議
員
を
過
半
数
に
す
る
要

請
行
動
、
駅
頭
宣
伝
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
で
裁
判
を
支
え
て

い
ま
す
。
運
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

主
任
書
記　

山
内
高
広

の
遺
族
が
提
訴
し
全
国
の
地
裁

に
広
が
り
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
知

り
な
が
ら
、
国
は
法
令
で
使
用

を
義
務
付
け
、
製
造
企
業
は
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
を
造
り
続

け
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
禁
止
に

な
る
ま
で
約
1
千
万
ト
ン
が
輸

入
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
建

材
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
、
福
岡
、
大
阪
、
京
都

地
裁
と
4
度
に
わ
た
り
国
の
責

任
を
認
め
る
勝
利
判
決
、
京
都

地
裁
で
は
初
め
て
建
材
企
業
の

建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴

訟
は
国
と

建
材
製
造

企
業
を
被

告
と
し
て
、

2
0
0
8

年
に
東
京
・

横
浜
地
裁
に

対
し
、
肺
が

ん
、中
皮
腫
、

石
綿
肺
な
ど

を
発
病
し
た

ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
と
そ

営
業
ト
ー
ク
と
ま
で
は

い
か
な
い
ま
で
も
、
職
人

と
し
て
は
苦
手
な
分
野
で

す
が
、
私
の
群
の
地
域
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま

り
緊
張
せ
ず
に
出
来
た
気

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
　

闘
う
建
設
の
仲
間
と
共
に

第39回住宅デー

「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
を
変
革

こ
れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て
考
え
る

『
緊
張
し
た

初
の
お
宅
訪
問
！
』

『
分
会
書
記
長
に
な
っ
て

最
初
の
拡
大
』

☆5月29日（日）
滝山分会　
西部地域センター前

ダ
メ
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
建
設
の
仲
間
が
東
京

土
建
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
空
分
会　

長
谷
川
重
之

し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

北
浅
分
会

　

金
澤
泰
輝

が
し
ま
す
。

す
ぐ
に
拡
大
に
直
結
す
る

か
ど
う
か
は
、
難
し
い
所
で

す
が
、
こ
れ
も
良
い
経
験
。

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
事
を
信

じ
、
今
後
も
時
間
の
許
す
限

り
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。元

塩
分
会　

望
月
慎
一
郎


